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第６回福祉用具専門相談員研究大会概要 

 
 
【開 催 日】 令和７年６月１９日（木） 

【大会テーマ】 介護人材不足を補う福祉用具サービスの役割 

～ 福祉用具の能力を最大限引き出す相談員のスキルアップ ～ 

【会   場】 浅草橋ヒューリックホール（東京都台東区浅草橋１－２２－１６） 

         ※オンライン併用 

【主   催】 第６回福祉用具専門相談員研究大会実行委員会 

【共 催】 一般社団法人日本福祉用具供給協会 

一般社団法人全国福祉用具専門相談員協会 

【大 会 長】 小野木 孝二（一般社団法人日本福祉用具供給協会 理事長） 

【副 大 会 長】 岩元 文雄（一般社団法人全国福祉用具専門相談員協会 理事長） 

【大 会 概 要】 特別講演１題・口述発表４０題 

【参 加 者 数】 １，２６７名（現地参加３７６名、オンライン参加８９１名） 

【後 援】 厚生労働省､東京都福祉局 

（一社）回復期リハビリテーション病棟協会、（公社）関西シルバーサービス協会､

（一社）こうしゅくゼロ推進協議会､国際医療福祉大学大学院､姿勢活動ケア研究会、

（一財）ＪＡＳＰＥＣ、（一社）シルバーサービス振興会､（一社）全国介護事業者連

盟、（公社）全国国民健康保険診療施設協議会、（一社）全国デイ･ケア協会､（一社）

全国福祉用具人材育成協会、全国福祉用具相談･研修機関協議会､（公社）全国老人福

祉施設協議会、（公社）全国老人保健施設協会､（公財）テクノエイド協会､（特非） 

東京都介護支援専門員研究協議会､（一社）ナチュラルハートフルケアネットワーク、

（公社）日本医師会､（一社）日本介護支援専門員協会､（公社）日本介護福祉士会､

（一社）日本義肢協会､（公社）日本義肢装具士協会､（一社）日本車椅子シーティン

グ協会､（一財）日本車椅子シーティング財団、（一社）日本ケアマネジメント学会､

（一社）日本言語聴覚士協会､(一社)日本在宅介護協会､（一社）日本作業療法士協会､

（公社）日本社会福祉士会､（一社）日本褥瘡学会､（一社）日本生活支援工学会､ 

（一社）日本ノーリフト協会､（一社）日本福祉用具･生活支援用具協会､（公財）日本

訪問看護財団､（公社）日本理学療法士協会､（公社） 日本リハビリテーション医学

会､（特非）日本リハビリテーション看護学会､（一社）日本リハビリテーション工学

協会､（一社）日本リハビリテーション病院･施設協会､福祉用具プランナー研究ネット

ワーク※50 音順 
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第６回福祉用具専門相談員研究大会 開催報告 

大会テーマ：介護人材不足を補う福祉用具サービスの役割 

～ 福祉用具の能力を最大限引き出す相談員のスキルアップ ～ 

 

 

令和７年６月１９日（木）、第６回福祉用具専門相談員研究大会を開催いたしました。 

今回大会も、前回同様に現地とオンラインのハイブリッドで開催し、1,267 名（うち現地

会場 376 名）と大変多くの方々にご参加をいただき、盛会のうちに終えることができまし

た。 

開会にあたり、小野木大会長からは「2025 年は団塊の世代が 75歳以上となり、介護を必

要とする方が一層増加する一方で、これを支える現役世代は減少していきます。このような

状況の中で、福祉用具の社会的役割はますます重要性を増しています。福祉用具は、深刻化

する介護人材の不足を補完する有効な手段であると同時に、介護保険財政の抑制にも寄与

することから、その一層の活用が強く求められています。」と大会テーマに基づいた挨拶が

ありました。 

そして、来賓を代表して厚生労働省高齢者支援課福祉用具・住宅改修指導官の野上雅子様

よりご祝辞を賜りました。 

続く特別講演では、俳優で一般社団法人 Get in touch の代表を務める東ちづる様より「誰

も排除しない「まぜこぜの社会」と福祉用具」をテーマに、東様が 30 年以上続けている活

動を通じて得た気づきを中心に、障がいをお持ちの方と共に繋がって生きていく考え方に

ついて分かりやすくご講演いただきました。 

午後からは３つの会場に分かれて口述発表がそれぞれ実施されました。 

第一会場では小林広美座長による口述１「介護人材不足を補う福祉用具サービス」、勝田

由美子座長による口述４「地域・多職種連携・利用安全の取組」の発表が行われました。 

第二会場では、田中勇次郎座長による口述２「福祉用具利用効果の可視化」、角南拓磨座

長、佐藤啓太座長による口述５「経験３年未満相談員の福祉用具導入事例」の発表が行われ

ました。 

第三会場では、小林大作座長による口述３「福祉用具メーカーとの連携・協働」の発表が

行われたあと、老健事業等の報告が行われました。 

全ての演題発表が終了した後、第一会場においてシンポジウムが開催され、６名の座長が

シンポジストを、コーディネーターを岩元文雄副大会長が務めました。シンポジウムでは各

口述発表の総括に始まり、大会テーマを通した福祉用具専門相談員に対する提言や、次回大

会に向けた問題提起やエールをいただきました。 

最後に閉会式では、第７回大会の大会長を務める岩元文雄副大会長が、第６回大会が無事

終了したことに対する御礼と、第７回大会の予告及び抱負を述べて第６回大会は幕を閉じ

ました。 
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【開会式】 10:00～10:30
（第一会場）

開会挨拶　小野木孝二大会長

来賓挨拶　厚生労働省老健局高齢者支援課　野上雅子 様

【特別講演】 10:30～11:30
（第一会場）

講師　俳優・一般社団法人Get in touch　代表　東ちづる 様
演題　「誰も排除しない『まぜこぜの社会』と福祉用具」

第６回福祉用具専門相談員研究大会プログラム
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【口述発表１】介護人材不足を補う福祉用具サービス
（第一会場） 12：50～14：15

座長：一般社団法人日本介護支援専門員協会　副会長　小林広美 氏

【口述発表２】福祉用具利用効果の可視化
（第二会場） 12：50～14：15

座長：一般社団法人 東京都作業療法士会　会長　田中勇次郎 氏

【口述発表３】福祉用具メーカーとの連携・協働
（第三会場） 12：50～14：15

座長：株式会社アシテック・オコ　代表取締役　小林大作 氏

【口述発表４】地域・多職種連携・利用安全の取組
（第一会場） 14：35～16：00

座長：一般社団法人ワイズ住環境研究所　代表理事　勝田由美子 氏

第６回福祉用具専門相談員研究大会プログラム
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【口述発表５】経験３年未満相談員の福祉用具導入事例（チャレンジ発表）
（第二会場） 14：35～16：00

座長：日本基準寝具株式会社　財務・法務Gr. 課長代理　　角南拓磨 氏
　　　フランスベッド株式会社　ﾒﾃﾞｨｶﾙ営業推進課　課長　佐藤啓太 氏

【事業報告】　老健事業等報告 14：35～15：25
（第三会場）

報告者：ｴﾑ･ｱｰﾙ･ｱｲ ﾘｻｰﾁｱｿｼｴｲﾂ株式会社
　　　　一般社団法人全国福祉用具専門相談員協会
　　　　一般社団法人日本福祉用具供給協会

【ランチョンセミナー】 11：40～12：20
（第二・第三会場）

協賛：シーホネンス株式会社
　　　パラマウントヘルスケア総合研究所

第６回福祉用具専門相談員研究大会プログラム
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【シンポジウム】 16：20～17：30
（第一会場）

コーディネーター：岩元文雄副大会長
シンポジスト　　：小林(広)座長、田中座長、小林(大)座長、勝田座長、
　　　　　　　　　角南座長、佐藤座長

【閉会式】 17：30～17：40
（第一会場）

閉会挨拶　岩元文雄副大会長

【懇親会】 17：55～19：20
（懇親会場）

第６回福祉用具専門相談員研究大会プログラム
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アンケート概要
■実施時期：2025年6月19日（木）～30日（月）
■調査方法：eメールによるwebアンケート様式の配布・回収
■回収状況：発送数1,130人／回収数435人／回収率38.5％

１．回答者の基本属性について

２．参加方法について

第６回福祉用具専門相談員研究大会　参加者アンケート集計結果

（単位：人）

30歳未満 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 総計 構成比

福祉用具専門相談員 77 103 121 58 8 0 367 84.4%
経営者、管理者 0 1 8 2 5 3 19 4.4%
メーカー 3 2 2 4 1 0 12 2.8%
事務職員 2 1 2 2 0 0 7 1.6%
リハビリテーション専門職 2 2 1 0 1 0 6 1.4%
ケアマネジャー 0 0 1 2 1 0 4 0.9%
その他医療職 0 0 0 1 0 0 1 0.2%
その他介護職 2 1 3 1 0 0 7 1.6%
その他 3 0 4 5 0 0 12 2.8%

総計 89 110 142 75 16 3 435 100.0%
構成比 20.5% 25.3% 32.6% 17.2% 3.7% 0.7% 100.0%

人数 構成比

現地参加 96 22.1%
オンライン参加 339 77.9%
総計 435 100.0%

0 20 40 60 80 100 120 140 160

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

福祉用具専門相談員 経営者、管理者 メーカー

事務職員 リハビリテーション専門職 ケアマネジャー

その他医療職 その他介護職 その他

96

339

現地参加 オンライン参加
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３．全体の感想について

４．次回の参加について（複数回答）

５．アーカイブ配信について

６．その他ご意見など（自由記述）

人数 構成比
とても良かった 128 29.4%
良かった 258 59.3%
どちらともいえない 48 11.0%
あまり良くなかった 1 0.2%
良くなかった 0 0.0%
総計 435 100.0%

人数 割合
現地で参加したい 75 17.2%
オンラインで参加したい 230 52.9%
時間があれば参加したい 99 22.8%
どちらともいえない 36 8.3%
他の社員も参加させたい 27 6.2%
参加の予定はない 21 4.8%
総計 435 100.0%

人数 構成比
視聴する予定 302 69.4%
視聴しない 133 30.6%
総計 435 100.0%

自由記述カテゴリ 件数

運営に問題はなかった 17
発表時間が短すぎる 8
勉強になった 8
演題数が多すぎる 4
機材の不具合が気になった 4
質疑応答の時間が短い 4
継続してほしい 2
研究の要素を増やしてほしい 1
その他 20
総計 68
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・新聞記事等
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動画アーカイブ視聴画面（視聴期間：2025/6/24～9/30）
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第６回福祉用具専門相談員研究大会 大会組織 

 

大 会 長 小野木 孝二（一般社団法人日本福祉用具供給協会理事長） 

副大会長 岩元 文雄 （一般社団法人全国福祉用具専門相談員協会理事長） 

大会顧問 幸田 正孝 （元 厚生省事務次官） 

     山内 繁  （元 国立障害者リハビリテーションセンター研究所長） 

 

 

第６回福祉用具専門相談員研究大会 実行委員会 

 
委員長       武田 洋  （メディカルケア株式会社） 

倫理委員会委員長  白澤 政和 （国際医療福祉大学大学院） 

査読委員会委員長  東畠 弘子 （国際医療福祉大学大学院） 

委員        千葉 博  （株式会社サカイ・ヘルスケアー） 

          福島 伴彦 （株式会社カクイックスウィング） 

          安居 寛道 （株式会社トーカイ） 

          古沢 林太郎（株式会社トーカイ） 

          池本 和樹 （株式会社トーカイ） 

          中沢 淳  （全国福祉用具専門相談員協会） 

          東谷 亮  （全国福祉用具専門相談員協会） 

          篠原 昌幸 （全国福祉用具専門相談員協会） 

          柳田 磨利子（全国福祉用具専門相談員協会） 

          江口 誠  （全国福祉用具専門相談員協会） 

          伊藤 広成 （日本福祉用具供給協会） 

          淡路 陽子 （日本福祉用具供給協会） 

運営協力      小林 毅  （日本医療科学大学） 

顧問        酒井 博人 （綜合メディカル株式会社） 
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